
３
月
17
日
（
月
）
午
前
９

時
か
ら
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
に

て
、
昨
年
10
月
に
提
出
し
た

長
岡
市
へ
の
要
望
書
の
回
答

を
受
け
取
り
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
地

協
か
ら
矢
島
議
長
、
横
澤
事

務
局
長
、
清
水
事
務
局
次
長

の
3
名
が
出
席
し
、
長
岡
市

か
ら
は
高
見
副
市
長
、
長
谷

川
政
策
監
、
五
十
嵐
政
策
企

画
課
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
高
見
副
市
長
よ
り
、

重
点
要
望
と
し
て
い
た
3
点

に
つ
い
て
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
１
点
目
の
「
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
周
知
」
「
価
格

転
嫁
を
含
む
中
小
企
業
支
援

策
」
「
医
療
・
介
護
職
場
な

ど
公
定
価
格
へ
の
賃
上
げ
の

反
映
」
に
つ
い
て
は
、
県
の

審
議
会
に
お
い
て
引
き
上
げ

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
周

知
の
機
会
を
適
宜
設
け
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

策
と
し
て
「
働
き
方
改
革
相

談
員
」
な
ど
を
通
じ
た
対
応

を
進
め
、
公
定
価
格
に
つ
い

て
は
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
持
続
可
能
で
安
定
し
た

医
療
・
介
護
・
保
育
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
点
目
の
「
福
祉
分
野
に

お
け
る
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
の
実
施
」
「
専
門
人

材
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、

地
区
担
当
制
に
よ
る
保
健
活

動
の
強
化
や
、
心
理
士
の
正

規
職
員
配
置
等
を
進
め
る
こ

と
で
、
「
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
れ
な
い
包
括
的
な
支
援
体

制
」
の
確
立
を
目
指
す
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

３
点
目
の
「
学
校
の
冷
房

設
備
の
特
別
教
室
や
体
育
館

へ
の
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、

特
別
教
室
は
音
楽
室
を
優
先

し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

体
育
館
に
つ
い
て
は
国
の
補

助
金
の
動
向
を
見
な
が
ら
対

応
を
検
討
す
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
般
的
な
課
題

に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
矢
島
議
長
か
ら
は
、

市
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
市

の
職
場
で
の
取
り
組
み
と
社

会
啓
発
の
強
化
を
要
望
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
職
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏

ま
え
た
市
の
対
応
方
針
や
、

流
通
・
医
療
・
学
校
職
場
の

現
状
を
含
め
た
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
年
度
予
算
案

に
お
い
て
学
校
給
食
の
食
器

類
更
新
費
用
が
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
学
校
現

場
か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
引

き
続
き
教
育
現
場
の
意
見
を

反
映
し
た
施
策
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
春
闘
の
賃
上
げ

状
況
や
人
手
不
足
対
策
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

最
後
に
、
副
市
長
よ
り

「
今
後
も
協
力
し
て
市
政
を

運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
会
談
は

終
了
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
協
で
は
政
策
福

祉
担
当
幹
事
を
中
心
に
、
回

答
内
容
の
評
価
を
行
い
、
次

年
度
の
要
望
に
つ
な
げ
て
い

く
予
定
で
す
。
（
回
答
書
全

文
は
連
合
中
越
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行

委
員
会
で
は
、
矢
島
実
行
委

員
長
（
連
合
中
越
地
協
議
長
）

の
開
催
あ
い
さ
つ
で
、｢

春

闘
で
賃
上
げ
が
な
さ
れ
て
い

る
。
賃
上
げ
だ
け
で
な
く
社

会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て

訴
え
て
い
く
力
を
こ
の
メ
ー

デ
ー
で
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
示
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
多
く
の
参
加
を

募
っ
て
ほ
し
い
。
一
緒
に
メ
ー

デ
ー
を
作
り
盛
り
上
げ
た
い｣

等
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
岡
地
区
メ
ー

デ
ー
実
施
資
料
（
案
）
に
基

づ
き
実
施
内
容
を
確
認
し
ま

し
た
。

先
ず
、
全
県
統
一
テ
ー
マ

と
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確

認
し
ま
し
た

第
96
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー

実
施
内
容
に
つ
い
て
は

◆
メ
ー
デ
ー
会
場
の
準
備
は
、

当
日
午
前
８
時
か
ら
幹
事
会
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
と
動
員

者
で
行
う
。
◆
メ
ー
デ
ー
当

日
は
、
８
時
40
分
に
市
内
３

箇
所
（
Ａ
集
団
ア
オ
ー
レ
長

岡
ナ
カ
ド
マ
・

Ｂ
集
団
ア
オ
ー

レ
長
岡
ソ
ト

ド
マ
・
Ｃ
集

団
防
災
公
園
）

か
ら
デ
モ
行

進
で
長
岡
市

立
劇
場
大
ホ
ー

ル
に
集
結
す

る
。
◆
大
会

開
会
は
９
時

45
分
と
す
る
。
◆
記
念
講
演

は
、
元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
上
重
聡
さ
ん
。
◆

地
域
貢
献
事
業
は
、
不
登
校

支
援
団
体
に
寄
贈
す
る
。
◆

集
団
長
・
副
集
団
長
・
救
護

班
の
任
務
、
各
実
行
委
員
の

任
務
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
と
連
携
し
た

｢

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ｣

を
、
各

集
団
集
合
場
所
と
大
ホ
ー
ル

入
口
で
食
品
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
こ
と
等

も
決
定
し
ま
し
た
。

第
６
回
幹
事
会
で
は
、
矢

島
議
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
、｢

春
闘
は
3
月
の
集
中

回
答
日
は
満
額
回
答
が
多
く

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
は
良
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
連
合
新
潟

の
集
計
結
果
を
見
る
と
高
い

水
準
で
の
妥
結
が
多
い
。
し

か
し
中
小
の
賃
上
げ
は
未
だ
。

賃
上
げ
の
好
循
環
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
中

小
・
地
場
の
交
渉
や
そ
の
後

の
公
務
員
組
合
関
係
の
取
り

組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

政
治
の
課
題
も
７
月
の
参
院

選
が
重
要
。
各
構
成
組
織
の

比
例
候
補
、
新
潟
選
挙
区
で

の
勝
利
に
向
け
て
取
組
を
お

願
い
し
た
い｣

等
と
述
べ
ま

し
た
。

幹
事
会
で
は
、
前
回
３
月

７
日
以
降
の
春
季
生
活
闘
争

関
連
を
は
じ
め
と
し
た
主
要

日
程
や
各
支
部
の
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
審
議
予
定
事
項

と
し
て
、
地
協
・
支
部
の
中

間
決
算
処
理
、
春
闘
、
組
織

拡
大
、
各
地
区
メ
ー
デ
ー
大

会
、
地
協
委
員
会
、
支
部
代

表
者
会
議
日
程
及
び
６
月
中

旬
ま
で
の
諸
日
程
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
自
治
体
要
望
関

係
や
第
50
回
勤
労
者
ゆ
と
り

釣
魚
大
会
関
係
、
農
業
・
食

料
・
環
境
問
題
を
学
ぶ
運
動

等
の
専
門
部
関
係
も
決
定
し

ま
し
た
。
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今
年
度
の
「
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
全
7
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
連
帯
社
会
︱
︱
連
帯
・
協
同
で
つ

く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実

現
」
で
し
た
が
、
現
実
を
見
る
と
、

社
会
の
流
れ
は
む
し
ろ
逆
行
し
て
い

る
よ
う
で
悲
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
勇
気
を
も
ら
え
る
2
冊
の

本
に
出
会
い
ま
し
た
▽
１
冊
目
は

『
な
ぜ
今
、
労
働
組
合
な
の
か
～
働

く
場
所
を
整
え
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
』
（
藤
崎
麻
里
／
朝
日
新
書
）
▽

40
代
の
女
性
記
者
が
、
労
働
組
合
の

必
要
性
を
痛
感
し
、
日
米
の
労
働
組

合
の
実
態
を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
の
道
を
探
る
ル
ポ
で
す
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ｍ
な
ど
、
連

合
構
成
組
織
の
先
進
的
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
仕
事
に
悩
む
人
々
に

知
恵
や
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す

▽
も
う
１
冊
は
『
働
く
こ
と
の
小
さ

な
革
命
ル
ポ
日
本
の
「
社
会
的
連
帯

経
済
」
』
（
工
藤
律
子
／
集
英
社
新

書
）
。
こ
れ
は
、
利
益
追
求
を
目
的

と
し
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
的
企
業
、

労
働
者
協
同
組
合
、
地
域
通
貨
な
ど

が
連
携
し
、
新
し
い
経
済
圏
を
築
く

「
社
会
的
連
帯
経
済
」
を
取
り
上
げ

た
本
で
す
。
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る

こ
の
動
き
は
、
「
競
争
で
は
な
く
自

分
ら
し
く
」
「
会
社
で
は
な
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
た
め
に
」
と
い
う
働
き
方

を
目
指
す
も
の
。
資
本
主
義
の
中
で

失
わ
れ
た
人
の
つ
な
が
り
や
「
小
さ

な
コ
モ
ン
（
共
有
財
）
」
を
育
む
人
々

の
姿
が
描
か
れ
、
読
後
に
は
希
望
が

湧
い
て
き
ま
す
▽
こ
の
2
冊
に
共
通

す
る
の
は
、
「
自
分
で
考
え
、
お
互

い
を
尊
重
し
、
よ
く
話
し
合
う
」
こ

と
。
異
な
る
意
見
や
立
場
を
無
視
せ

ず
、
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
「
連
帯

社
会＝

コ
モ
ン
」
が
生
ま
れ
る
の
だ

と
教
え
て
く
れ
ま
す
▽
セ
ミ
ナ
ー
が

終
わ
っ
た
翌
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
も
同
じ
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
考
え
て
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
ド
ラ
マ
『
御

上
先
生
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
。

「
『
答
え
の
な
い
質
問
』
は
未
来
そ

の
も
の
な
ん
だ
。
そ
し
て
君
た
ち
が

…

苦
し
み
の
中
で
選
び
取
る
答
え
は
、

き
っ
と
弱
者
に
寄
り
添
う
も
の
に
な

る
。
君
た
ち
な
ら
で
き
る
。
僕
は
そ

れ
を
信
じ
て
い
る
。
」
▽
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
が
、
豊
か
な
社
会
的
想
像
力

を
培
う
一
助
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い

で
す
。

あたご3
≪No106≫

事務局長

横澤勝之

地 区 開催日時 会 場

長 岡 5月1日(木)9:45 長岡市立劇場大ホール

見 附 5月1日(木)18:00 アルカディア小ホール

小千谷 4月26日(土)10:00 小千谷市民会館

北魚沼 4月26日(土)10:00 小出ボランティアセンター

南魚沼 4月26日(土)9:30 南魚沼市民会館大ホール

十日町 4月29日(火)9:30 越後妻有文化ホール段十ろう

第
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回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
と
第
６
回
地
協
幹
事
会
が
、
４
月
２
日
（
水
）

18
時
30
分
か
ら
長
岡
市
立
劇
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
メ
ー
デ
ー
の
全
県

統
一
テ
ー
マ
は｢

物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
！
働
く
仲
間
が
幸
せ
に
な
れ
る
明
る
い
未
来

（
あ
し
た
）
を
実
現
し
よ
う
！｣

と
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は｢

次
代
に
つ
な
ぐ
平
和
の
願
い
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
支
え
合
う
安
心
社
会
と
確
か
な
未
来
（
あ
し
た
）
を
！｣

で
す
。

長岡地区メーデー
記念講演

上重 聡
さん

元日本テレビ

アナウンサー



Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
は
、

第
4
回
委
員
会
を
3
月
18
日

（
火
）
18
時
30
分
よ
り
、
地

協
事
務
所
に
て
開
催
し
ま
し

た
。前

半
で
は
、
長
岡
地
区
メ
ー

デ
ー
に
お
け
る
役
割
分
担
、

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
、
そ
し
て
次
回
委
員

会
に
合
わ
せ
て
実
施
予
定
の

交
流
会
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

後
半
で
は
、
メ
ー
デ
ー
の

デ
モ
行
進
で
使
用
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
作
成
に
向
け
、

イ
メ
ー
ジ
画
の
制
作
を
依
頼

し
て
い
る
絵
本
作
家
・
中
川

め
ぐ
み
さ
ん
と
の
プ
チ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
意
見
交
換
）

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

メ
ー
ジ
画
に
使
用
す
る
ハ
ー

ト
の
絵
を
、
パ
ス
テ
ル
画
で

作
成
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
次
代
に
つ
な

ぐ
平
和
の
願
い
！
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
支
え
合
う
安

心
社
会
と
確
か
な
未
来
（
あ

し
た
）
を
！
」
に
基
づ
き
、

以
下
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

「
平
和
と
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
か
（
社
会
全
体
と

個
人
の
視
点
か
ら
）
」
「
支

え
合
う
安
心
社
会
と
は
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
（
社
会

全
体
と
個
人
の
視
点
か
ら
）
」

意
見
交
換
の
中
で
は
、
「
平

和
と
は
日
常
の
何
事
も
な
い

生
活
が
大
切
で
あ
る
」
、

「
支
え
合
う
た
め
に
は
地
域

の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
中
川
さ

ん
に
伝
え
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
ハ
ー
ト
の
絵
で
表

現
す
る
た
め
、
パ
ス
テ
ル
画

を
作
成
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
ハ
ー
ト
の
絵
を

も
と
に
、
中
川
さ
ん
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ

画
を
制
作
し
ま
す
。
長
岡
地

区
メ
ー
デ
ー
当
日
は
、
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
、

デ
モ
行
進
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

3
月
22
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
に

て
、
「
な
が
お
か
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
第
7

講
座
と
し
て
、
「
平
林
弓
奈

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

第
7
講
座
は
「
長
岡
フ
ラ

ン
ス
音
楽
の
会
」
の
企
画
・

開
催
に
よ
る
も
の
で
、
主
催

者
を
代
表
し
て
矢
島
地
区
労

福
協
会
長
が
「
長
岡
と
東
京

を
拠
点
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

平
林
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
で

す
。
存
分
に
フ
ラ
ン
ス
音
楽

を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

平
林
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
ピ
ア
ノ
・

室
内
楽
・
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ

を
そ
れ
ぞ
れ
プ
ル
ミ
エ
・
プ

リ
（
最
優
秀
賞
）
で
卒
業
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
リ
で

演
奏
活
動
を
展
開
し
、
数
々

の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
し
、
現
代
作
曲
家
に
よ
る

特
別
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

07
年
に
帰
国
後
、
松
本
市

や
東
京
都
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
催
、
以
降
、
日
本
各
地
で

演
奏
会
を
開
き
、
Ｃ
Ｄ
ア
ル

バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
。
現
在
は

長
岡
や
東
京
を
拠
点
に
、
定

期
的
に
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
タ
ル
は
、
モ
ー
リ

ス
・
オ
ア
ナ
作
曲
「
24
の
前

奏
曲
」
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
だ
け
で
な
く
、
打
楽

器
な
ど
を
用
い
た
全
身
で
奏

で
る
演
奏
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
力
強
い
演
奏
が
続

き
ま
し
た
。
休
憩
を
挟
み
、

約
2
時
間
に
わ
た
る
至
福
の

時
間
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

同
日
午
後
５
時
か
ら
は
、

な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー
総
括
会
議
を
開
催

し
、
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た

今
年
度
の
な
が
お
か
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
各
講
座
の
開
催
団
体
と
と

も
に
総
括
会
議
を
行
い
、
来

年
の
開
催
に
向
け
た
反
省
、

要
望
な
ど
協
議
し
ま
し
た
。

松
嶋
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
７
講
座
関
係

者
か
ら
、
講
座
の
企
画
や
運

営
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
邉
見
副
会
長
の

乾
杯
挨
拶
で
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
団
体
間
で

の
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま

れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
活
動

を
進
め
、
広
く
市
民
の
中
に

「
労
福
協
」
の
認
知
ア
ッ
プ

化
を
す
す
め
ま
す
。

長
岡
地
区
労
福
協

今
井
事
務
局
長

中
越
地
域
退
職
者
連
合
は
、

3
月
25
日
（
火
）
連
合
中
越

地
域
協
議
会
の
会
議
室
に
お

い
て
第
3
回
役
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
第
2
回

役
員
会
（
10
月
11
日
）
以
降

の
活
動
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

1.
新
潟
県
退
職
者
連
合

第
3
回
拡
大
幹
事
会
の
報
告

①
今
年
度
の
「
医
療
・
介
護

保
険
制
度
」
に
関
す
る
要
請

行
動
に
つ
い
て
、
県
内
自
治

体
か
ら
の
回
答
状
況
。
②

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
早
期

実
現
を
求
め
る
」
署
名
お
よ

び
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協

議
会
国
会
請
願
署
名
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
そ
の

後
、
中
越
地
域
退
職
者
連
合

の
議
題
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

2.
中
越
地
域
退
職
者
連

合
の
活
動
報
告
①
長
岡
市
・

見
附
市
に
対
す
る
市
政
要
請

の
回
答
状
況
。
②
「
な
が
お

か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
実
施
状
況
と
参
加
状
況
。

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
作
業

の
実
施
・
参
加
状
況
お
よ
び

今
後
の
日
程
。

次
に
協
議
事
項
と
し
て

1.
第
26
回
中
越
地
域
退

職
者
連
合
定
期
総
会
に
つ
い

て
5
月
22
日
（
木
）
13
時

30
分
よ
り
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

「
け
さ
じ
ろ
」
に
て
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
。
総
会
終
了

後
に
は
、
会
費
持
ち
寄
り
に

よ
る
親
睦
会
を
実
施
予
定
。

2.
参
議
院
議
員
選
挙
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
連
合
新
潟
、

新
潟
県
退
職
者
連
合
、
連
合

中
越
地
域
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
を

確
認
。
連
合
新
潟
が
推
薦
を

決
定
し
て
い
る
選
挙
区
候
補

「
打
越
さ
く
ら
」
お
よ
び
、

比
例
区
の
「
立
憲
民
主
党
6

人
」
「
国
民
民
主
党
4
人
」

の
当
選
に
向
け
て
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
。

3.
そ
の
他
の
報
告
と
要
請

①
組
織
実
態
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
報
告
。
②
ア
フ
リ
カ

ン
フ
ェ
ス
タ
へ
の
協
力
に
つ

い
て
。
③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支

援
作
業
の
日
程
と
場
所
の
報

告
、
お
よ
び
参
加
要
請
。
以

上
の
議
題
を
も
っ
て
、
第
３

回
役
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

「
狭
山
事
件
」
（
１
９
６

３
年
５
月
１
日
、
埼
玉
県
狭

山
市
で
発
生
し
た
、
女
子
高

校
生
を
被
害
者
と
す
る
殺
人

事
件
で
無
期
懲
役
刑
が
確
定

し
た
被
差
別
部
落
出
身
の
元

被
告
人
の
石
川
一
雄
氏
が
再

審
請
求
を
申
し
立
て
て
い
た

事
件
）
の
再
審
請
求
の
取
り

組
み
を
地
域
か
ら
推
進
す
る

た
め
、
部
落
解
放
同
盟
、
連

合
新
潟
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
組
合
、
仏
教
会
な
ど
の
宗

教
団
体
等
で
結
成
さ
れ
て
い

る
狭
山
事
件
の
再
審
開
始
を

求
め
る
県
実
行
委
員
会
と
中

越
地
区
実
行
委
員
会
で
は
、

３
月
23
日
に
ア
オ
ー
レ
長
岡

前
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
石
川
一
雄
さ

ん
は
3
月
11
日
に
無
念
の
内

に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
第
3
次
再
審
請
求
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
が
、
妻
の

石
川
早
智
子
さ
ん
が
闘
い
を

継
ぎ
、
第
４
次
再
審
請
求
を

行
う
予
定
で
す
。

中
越
地
区
実
行
委
員
会
で

は
今
後
も
街
頭
活
動
を
行
う

ほ
か
、
学
習
会
の
開
催
や
第

４
次
再
審
請
求
へ
の
署
名
協

力
の
要
請
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

第1174号（毎月１回5日発行) れんごう中越地協 2025年4月7日

4月20日告示、27日投票日の十日町市議会議員選挙
連合新潟は現職の小林正夫さんと滝沢貞親さんを推薦し
ています。ご支援よろしくお願いいたします。

狭
山
事
件
の
再
審
開
始
を
求
め
て

石
川
一
雄
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
街
頭
行
動

第
７
講
座

平
林
弓
奈
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
第
４
回
委
員
会

プ
チ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

中
越
地
域
退
職
者
連
合

第
３
回
役
員
会
を
開
催

1959年生まれ 65歳
高等学校教職員組合出身
現在1期目 社会民主党推薦

1947年生まれ 77歳
1997年 旧川西町議会議員
現在6期目 立憲民主党公認

総
括
会
議
を
開
催


